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今
月
の
題
字

町の人口と世帯数
平成27年11月30日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）

広
報
く
ま
の
は
１
部
30円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:somu@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,705人 （－148）
　　男：11,996人 （－89）
　　女：12,709人 （－59）
世帯数：10,579世帯 （＋27）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
第
一
小
学
校
４
年

 

土
井
　
美
優
さ
ん

【
評
】　
始
筆
に
力
強
さ
が

あ
り
、
一
画
、
一
画
、
て

い
ね
い
に
書
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
上
下
の
余
白
、

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
、
勢
い
の
あ
る
作
品
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

【
評
】　「
不
思
議
な
魚
」

「
こ
ん
な
魚
が
い
た
ら
会
っ

て
み
た
い
。」
と
い
う
思

い
を
も
っ
て
描
き
ま
し
た
。

明
る
い
色
で
画
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
力
強
く
表
現
し
、

見
て
い
る
人
が
楽
し
く
な

る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

▲

　
熊
野
第
一
小
学
校
　
４
年
　
本
迫
　
渉
さ
ん

▲

　
熊
野
第
一
小
学
校
　
４
年
　
髙
路
　
翔
大
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

【
国
の
特
別
名
勝 

三
段
峡
×
み

ち
の
く 

雪
国
文
化
満
喫
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　「
三
段
峡
」
に
「
東
北
」
の

幻
想
的
な
冬
夜
景
が
や
っ
て
き

ま
す
。
東
北
の
小
正
月
行
事
で

あ
る
「
ミ
ニ
か
ま
く
ら
」
と
「
六

郷
カ
マ
ク
ラ
」の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
必
見
で
す
。

　
三
段
峡
で
の
宿
泊
利
用
者
に

は
県
内
で
は
珍
し
い
秋
田
県
・

青
森
県
の
冬
鍋
が
味
わ
え
ま
す
。

１
月
15
日
㈮
〜
２
月
18
日
㈭

三
段
峡

安
芸
太
田
町
観
光
協
会

０
８
２
６
‐
28
‐
１
８
０
０

（
商
工
観
光
課
）

〠
731 -4292

広島県安芸郡熊野町中溝一丁目
1番

1号
　☎
（０８２）８２０

‒５６０１（
直
通
）

い
柄
が
あ
り
ま
す
。

　
葉
は
表
は
深
緑
色
、

裏
は
淡
緑
色
。
両
面

無
毛
で
側
脈
は
目
立

た
ず
、
透
か
し
て
見

て
も
葉
脈
の
網
目
は

ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ

ん
。
長
さ
６
〜
12
㎝
。

鋸
歯
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
枝
先
の
芽
が
大
き

く
、
鎌
の
形
な
の
が
特
徴
で
す
。

　
樹
皮
は
赤
み
を
帯
び
た
褐
色

で
、
小
さ
な
皮
目
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
高
さ
数
ｍ
径
10
㎝
ほ
ど

で
す
が
、
稀
に
は
高
さ
18
ｍ
径

57
㎝
に
達
し
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
町
内
で
は
、
中
溝
の
佐
々

木
さ
ん
宅
に
高
さ
10
ｍ
径
38
㎝

ほ
ど
の
大
木
が
あ
り
ま
し
た
が
、

枯
れ
て
し
ま
い
現
存
し
ま
せ
ん
。

　
関
東
地
方
以
西
の
照
葉
樹
林

な
ど
に
分
布
し
ま
す
。
町
内
の

山
に
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

玉
串
と
し
て
神
事
に
欠
か
せ
な

い
う
え
、
神
の
依よ
り
し
ろ代
、
御
神
体

と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
神
社

に
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

（316）

サカキ　　　　　　　　
（サカキ科）　　　

　
「
榊
（
榊
）
」
と
い
う
字
は
、

漢
字
で
は
な
く
我
が
国
の
国
字

で
す
。
神
事
に
用
い
る
木
の
意

で
作
ら
れ
、
古
く
は
神
事
に
用

い
る
常
緑
樹
の
総
称
で
し
た
。

　
榊
の
名
が
こ
の
木
に
固
定
し

た
の
は
、
滑
ら
か
な
厚
い
葉
が

左
右
２
列
に
整
然
と
互
生
す
る

美
し
さ
が
好
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　
サ
カ
キ
の
語
源
は
「
栄
え
木
」

で
、
冬
も
青
々
と
茂
り
栄
え
る

力
の
あ
る
木
と
い
う
意
味
で
す
。

　
花
期
は
６
〜
７
月
。
葉
腋
に

径
約
1.5
㎝
の
５
弁
の
花
を
１
〜

４
個
つ
け
ま
す
。
初
め
白
色
、

後
に
淡
黄
色
に
な
り
ま
す
。
雌

し
べ
１
、
雄
し
べ
は
多
数
で
す
。

　
果
実
は
晩
秋
黒
紫
色
に
熟
し
、

球
形
で
径
６
〜
８
㎜
。
や
や
長


